
体育 ICT研究会 会則 
 

前文 

Society5.0（超スマート社会）といわれる「サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）

を高度に融合させたシステムにより，経済発展と社会的課題の解決を両立する，人間中心の社会」が，近

く到来するといわれている。このような時代に向けて，教育改革を進めていく必要がある。平成 29年に

告示された学習指導要領にも情報通信機器の利活用を促す表記があるように，今後，学校教育の中で ICT

機器はより一般的なツールとして利活用されていく可能性があるといえる。すなわち，未来の体育を支え

るツールとして ICT 機器を効果的に利活用する必要があると考え，日本各地の体育教育実践者を集め，

協働して体育における ICTの利活用について研究を深めていくこととした。 

 

第一条（名称） 

  本会は「体育 ICT研究会」と称する。 

 

第二条（目的） 

    未来の体育を支えるツールとして ICT 機器の効果的な利活用方法を開発し，その効果と課題を検討

し，ICTの利活用方法を学習システムとして体系化する。そして，本会での研究と実践をもとに，ICT

を有効に利活用した体育授業を構築し，現在の体育授業への ICTの有効な利活用の示唆と，ICTを利

活用した新しい体育授業の在り方を創造していくことを目指し，わが国の教育に資することを目的

とする。 

 

第三条（活動） 

  本会は第二条の目的を達成するために次の事業を行う。 なお，研究会における活動について，研究

倫理には十分に配慮して研究に取り組むこととする。 

① 研究成果の発信 

 ・研究発表会及び教員研修会 

 ・ホームページの公開 等 

② 各種の研究集会 

・定例研究会（原則：毎月第２火曜日１８時から） 

・研究合宿及びミーティング等 

③ その他，研究会の目的達成に資する活動 

 

第四条（組織） 

年度ごとの体制は別紙に定める。 

第一項（会員） 

本研究会はつぎにあげる会員で組織される。 

学術研究会員：大学若しくは学術研究機関に勤務する個人会員 

実践研究会員：小学校，中学校，高等学校等に勤務する個人会員 

法人会員  ：本研究会の目的および事業に賛助する法人 

一般会員  ：上記に含まれない個人会員 



第二項（運営組織） 

本研究会は総会および運営委員会で運営される。 

第三項（役員） 

本会は次の役員をおく。 

各役員の任期は原則１年間とする。また再選は可とする。 

   会 長   ：１名 

     会長は本研究会を代表する。総会および運営委員会を主催する。 

     会長は運営委員会の中から互選される。 

副会長   ：１名  

  副会長は会長を補佐し，会長不在時はその職務を代行する。 

  会長が任命する。 

事務局長  ：１名 

   事務局を統括する。会長が任命する。 

   会計担当をかねることができる 

 研究推進委員長  ：１名  

   研究会の研究推進を行い，年次研究発表会を主催する。 

研究推進副委員長 ：１名  

  研究推進委員長を補佐し，委員長不在時はその職務を代行する。 

第四項（運営委員会） 

  運営委員会は会長，副会長，事務局長，研究推進委員長，研究推進副委員長で組織する。 

  運営委員会は会長が主催する。 

  運営に関しては過半数の賛成をもって議決できる。 

  運営委員会において，研究の方向性を確認し定例会等における内容を検討，提示する。 

  運営委員会は会長を選出する。 

第五項（総会） 

  総会は会長が主催し，年一回開催する。 

但し会長が必要と認めた場合は臨時総会を開催することができる。 

  総会は参加者の過半数の賛成をもって議決できる。 

総会では運営委員長の議決を経た以下のことを行う。 

    年間事業計画，予算案，決算の審議，承認 

    会則改定の審議，承認 

本研究会の解散 

第六項（年次研究発表会） 

  研究発表会では会員の研究成果を発表することを目的とする。 

  研究推進委員長が主催する。 

第七項（名誉会長，名誉会員） 

  本研究会に名誉会長をおくことができる。 

  名誉会長および名誉会員は運営委員会によって選出される。 

 

 



第五条（入会及び退会） 

第一項（入会） 

  本会に入会を希望する者は，事務局まで申し出ることにより入会できる。  

第二項（退会） 

本会の退会を希望する者は，事務局まで申し出ることにより退会できる。 

第三項（除名） 

会員が本会の名誉を損ない，または本会の目的に反する行為を行った場合， 

運営委員会の審議により除名を行う場合がある。 

 

第六条（会員の権利および義務） 

第一項（権利） 

  各種イベント事業等で研究発表ができる 

  本会が行う事業に参加できる 

  総会における議決権の行使 

第二項（義務） 

  会員は会費が定められた場合，その会費を納めなければならない。 

 

第七条（会計） 

  本研究会の会計年度は４月１日に始まり，翌年の３月３１日に終わる。 

本会名義の口座は事務局長が管理する。口座名義は「体育 ICT研究会」とする。 

会計監査は事務局長と研究推進副委員長が務め，結果は翌年４月の定例会にて報告する。 

本研究会として研究助成等を受けた場合はその研究代表者が適切に管理し上記の監査を執行する。 

年会費およびイベント毎の参加費等の会費は別途定める。 

 

第八条（情報公開） 

第一項（研究発表） 

  本研究会は会則全文，目的および活動に示される推進をするため，その研究成果を広く発信する。 

  そのため年次研究発表会およびホームページ等にて積極的に情報公開する。 

  また書籍等でも研究成果の発信も行う。 

第二項（編集） 

  書籍等の編集は別途定める細則によって行う。 

 

附則 

本研究会の事務局を東京学芸大学（東京都小金井市貫井北町 4-1-1）鈴木直樹研究室内におく。 

この会則は令和２年７月１日から施行する。 

 


